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［2018年版赤米栽培マニュアル］ 

７月の赤米作り 
 

●７月の赤米作りのポイント 

 バケツやプランターのミニ田んぼに植えら

れた赤米稲の苗は、その後すくすくと育って

いることと思います。青々とした早苗には、

すでに６～７枚の細い葉がつき、品種によっ

てはもう、30～40㎝ぐらい丈が伸びているの

ではないでしょうか（写真６～７）。水位の調節

は万全ですか？。バケツの地表面が干からび

てはいませんか？。水は腐っていませんか？。

もう一度チェックをしてみましょう。 

さて苗の成長とともに、それを阻害しよ 

うとするさまざまな障害要因が、いろいろ 

現れてくるというのが、これからの季節で 

す。台風・病虫害・根腐れといった諸問題が 

 

 
写真６ 大きく成長した苗① 

 
写真７ 大きく成長した苗② 

それですが、７月の赤米作りの基本テーマは、

それらいっさいの障害要因への対処というこ

とにしておきたいと思います。 

 

●早苗の分けつ 

 梅雨が明けて盛夏の季節に入りますと、 

日中の平均気温は一気に上昇し、赤米稲の苗

は加速度的に急成長を始めます。一生で最大

の成長期に入った赤米稲は、この時期にぐん

ぐん背丈を伸ばし、さかんに分けつをしてい

きます。分けつとは、苗株の根元から新しい

茎が分かれて生えてくることをいい、親株か

ら数株の子株が、さらに子株からは孫株が分

かれていきます。分けつが進むと茎の本数が

増え、株そのものが大きくなり、がっしりと

安定して、地中では根がどんどん深く広く張

っていきます。 

 分けつ後のミニ田んぼの水位はぐっと下げ、

水深３㎝ほどに維持し、根の発育を促進しつ

つ、地中温度が下がらないよう注意しましょ

う。この時期に苗の葉が黄色くなったりする

のは、土中養分が不足している証拠です。も

しそうなっていたなら、少量の追肥をおこな

いましょう。この頃、ミニ田んぼの水が腐っ

て悪臭をはなち、何度水を取り替えても、そ

れが消えないようなことがありましたら、「中

干し」をおこなってみて下さい。中干しとは、

ミニ田んぼの水を完全に抜いて干上がらせる

ことをいい、そのようにして土に太陽の光を

十分浴びせ、紫外線の力で土を殺菌します。

中干しが済んだら再びミニ田んぼに水を満た

します。 

 

●病虫害への対処 

 次に、この時期に発生しやすい病虫害に 

ついての対策を述べておきます。まず害虫 

ですが、イチモンジセセリチョウという黒茶
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色の 羽を持った小型の蝶がよくやってきて、

苗に産卵していきます（写真８）。孵化した幼

虫はムシャムシャと稲の茎や葉を食い荒らし、

葉を折りたたんで繭を作ります。ツマグロヨ

コバイという緑色をしたごく小さなバッタ状

の虫も、茎に取りついて汁を吸います。イネ

クロカラコバエという小さな黒いハエも、苗

に産卵し、幼虫は旺盛に葉を食い荒らします。

これらは見つけしだい、徹底的に駆除して下

さい。手で採って踏みつぶしてしまえばよい

ですが、あまりにひどいようでしたら、殺虫

剤を使いましょう。 

夏に低温や長雨が続くと、さまざまな病 

気も発生しやすくなります。一番やっかい 

なのはイモチ病で、葉イモチ・節イモチ・籾

イモチなどがあり、葉が萎えて白っぽく変色

し、カビが生えたような状態になって、どん

どん伝染していきます。特に早苗の頃に発生

する苗腐れ病も、低温が原因でどんどん苗が

腐っていく病気です。病気になった苗には消

毒をほどこしますが、どのような薬品を用い

るかは、園芸店や農家に相談してみて下さい。

病気の予防対策としては、とにかく田の水温

と土中温度の下降を防ぐということが大切で、

水深を浅くして日をよく当てたり、ビニール

覆いをかぶせて保温をしたりして、極力高温 

 

写真８ 稲の害虫イチモンジセセリチョウ 

状態を維持することです。気温30℃以上の状

態であれば、稲の生命力の方が病原菌のそれ

を上回り、たいていの病気をはね返してしま

うともいわれています。それでも病気にやら

れた時は、思い切って再び中干しをやってみ

る、感染した苗を切り取って間引く、などの

措置をためしてみて下さい。 

 

●その他の障害要因の排除 

 次に問題になるのは、何といっても風害 

です。草丈の高い赤米稲は、通常稲に比べて

非常に風に弱く、強風で倒されやすいのです。

ビル風などを強く受けることが予想される場

合、バケツの四隅に支柱を立てて、ビニール

紐などをその間に張りめぐらせておくと、そ

れが風倒よけのネットの役割を果たし、茎を

支えて倒れるのを防ぎます。台風の接近中な

どは、バケツを丸ごと屋内に避難させ、暴風

雨から守ってやって下さい。 

 マンションなどでの赤米栽培では、ペッ 

トによる食害も多く発生します。自分の家 

で犬猫を飼っていなくても、野良猫などが 

侵入してきてバケツやプランターを倒したり、

土を掘ったりしますので、安全な場所にそれ

らを置くようにして下さい。猫は習性上、胸

焼けがすると胃の消化を助けるために、イネ

科植物の葉をよく食べますので、要注意です。

猫用の食草の栽培セット（いわゆる「猫の草」）

をペットッショップで買ってきて、そちらの

方を食べるように愛猫をしつけて下さい。そ

れでも駄目ならば、犬猫よけスプレーを容器

周辺に噴霧しておくとよいでしょう。 

 バケツの水中にアオコ・アオミドロなどの

緑藻類が発生することもよくあり、水面を覆

ってしまうので、水温低下・根腐れの原因と

なります。そのような時にはジョウロで散水

をして水面を少々かき回し、水位を上げた後、
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バケツを傾けて一気に水をこぼし、藻類を流

してしまうとよいでしょう。何度もやってい

るうちに、しだいに発生量も減っていきます。

アオミドロは緑色をした髪の毛状の藻類で、

まるでトロロコンブのような塊を水中に形成

しますが、塊ごと手ですくい取ってしまえば

除去できます。せっかくここまで苗を育てて

きて、病気や害虫や猫にやられてしまったの

では、泣くに泣けません。細心の注意を払い、

何でも早めに手を打っていきましょう。 

 

●ボウフラ対策について 

最後に、ボウフラ対策についても一言触れ

ておきます。赤米稲を育てているミニ田んぼ

には、つねに水が貯められているため、蚊に

とっては恰好の産卵場所となります。蚊の卵

はすぐに孵化して、ボウフラとなり、やがて

蚊の成虫となって人を刺すようになります。

バケツやプランターの水面に顔を近づけて、

よくご覧になって下さい、たくさんのボウフ

ラがそこに泳いでいませんか？。いたならば、

すぐに手を打ちましょう。殺虫剤をまけばボ

ウフラを簡単に退治することができますけれ

ども、無農薬栽培を極力つらぬいていこうと

いうのが私たちの方針です。殺虫剤は最後の

手段としてとっておき、それ以外の方法をい

ろいろためしてみましょう。 

薬に頼らずにボウフラを駆除する方法は

いろいろあり、たとえば水中に銅線を沈めて

おくとよい、などということがよく言われて

きました。しかし、私たちが実験してみたと

ころ、あまり効果がなく、俗説だったようで

す。結局のところ、ミニ田んぼの水を時折抜

いて、土の表面を干上がらさせ、ボウフラを

皆殺しにするのが、一番手っ取り早い方法で

あるようです。大量のボウフラが発生した時、

バケツやプランターを傾け、そこから水を一

度全部流してしまって下さい。水を抜いてし

まえば、ボウフラはしばらくピクピクしてい

ますが、やがて死滅しますので、また水をそ

こに入れます。大型のプランターですと、水

抜きのためにそれを傾けるのが大変で、結構

骨が折れますけれども、毎日やるわけではな

いので、頑張りましょう。プランターの底に

ある孔の栓を抜いて排水すると、土も一緒に

流れ出てしまうので、避けた方がよいです。

ストーブ用の灯油ポンプを用い、ガス抜きパ

イプの中にその先端を突っ込んで排水するの

が一番楽です。 

要するに時々は水抜きをやって、「中干し」

をおこなうということです。１週間に１度、

もしくは３日おきぐらいに水抜きを繰り返し

ていけば、着実にボウフラを駆除することが

できますので、ぜひためしてみて下さい。ボ

ウフラを駆除せずに放置しておきますと、夏

場に大量の蚊が発生して、悩まされることに

なりますし、ご近所に対しても迷惑になりま

すから、気をつけましょう。さあ、赤米稲の

出穂・開花までもうひとふんばりです。頑張

りましょう！。 

――――――――――――――――――――― 

おしらせ 
 

●歴史講座のアンケート結果 

国分寺市の恋ヶ窪公民館で本年２月から

３月にかけて開催された歴史講座、「今に生き

る幻の米―武蔵国分寺種赤米―」は、盛況の

うちに終了致しました。その時の受講者の皆

さんによるご感想やご意見などが、アンケー

ト結果としてまとめられております。同公民

館のご好意により、ここにそれを紹介させて

いただきます。次ページをご覧下さい。 
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●赤米セミナーレの年間計画 

国分寺市の「赤米セミナーレ」の年間活動

計画が公表されています。以下に掲げておき

ますので、参考になさって下さい。お問い合

わせは恋ヶ窪公民館（℡042-324-1926）の梅

原 薫さんまで。 

 

日時 活動内容 

4/ 5 

4/20 

4/27,5/1-2 

5/中旬 

6/最終週 

 

 

 

7/ 

 

8/ 

 

9/ 

10/ 

 

11/～12/上

旬の土・日 

11/23 

 

12/ 

セミナーレ準備会． 

ポスター（チラシ）作り，土作り． 

種蒔き． 

公民館祭展示完成＋情報交換会． 

神聖な？七夕的？米どころ作り（縄

を綯う）・公民館と共催講座．講師は

クサノオト（浅野さん｝・武藤よしき

さん．協力・国分寺カルティベイト．

野川沿い赤米普及ツアー（公民館と

共催）．協力・国分寺カルティベイト．

花が咲いたら電話（午前中の２時間

しか咲かない）＋情報交換会． 

スズメ対策と情報交換会． 

刈り入れ・脱穀・籾すり，奉納事前

講座．講師は熊野神社宮司さん． 

藁細工WS（主催公民館），ヒンメリ． 

講師は俵屋さん． 

熊野神社奉納（農作物と信仰の関係

のお話）． 

ごはん会＋情報交換会．講師はしば

もとはるかさん． 

 

●公民館祭を開催 

国分寺市の恋ヶ窪公民館では５月 26 日

（土）～27日（日）に公民館祭が開催されま

した。公民館の中庭や外庭には模擬店や子供

の遊びコーナーなどが並び、盛況でした。今

春、開催された歴史講座と赤米セミナーレの

活動内容を紹介したポスターも展示されまし 

 
大盛況の公民館祭 

 
赤米のポスター展示も！ 

 

セミナーレの赤米稲も順調に育っています 
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た。なお、セミナーレで育てている赤米稲も

公民館の中庭で順調に生育しています。 

―――――――――――――――――――― 

おたより 
 

●赤米作り、楽しみです（渡戸道子） 

先日のリオン・ホールでの「古代赤米水田

復活」プロジェクトに参加させて頂き、その

ご縁でバケツ稲にチャレンジできる事になり

ました。今年は、日々の楽しみが増えそうで

す。うれしいご報告ができればと思います。

ありがとうございました。切手も少しお送り

しますので、お役立て願います（4/24：東京

都国分寺市）。 

 

●５㎝ほどに成長（米村 創） 

国分寺跡資料館では今年も、武蔵国分寺種

赤米稲を栽培しています。今年もプランター

１個に植えていますが、２週間ほど前に種子

をまき、芽が出て、今日の時点で５㎝ほどに

苗が成長しています。皆さん、見に来て下さ

い（5/4：東京都国分寺市）。 

 

●芽が出ません…（梅原 薫） 

恋ヶ窪公民館では５月１日にセミナーレ

の仲間が集まって、赤米の種蒔きをおこない

ました。その後、大雨が何度か降ったので、

とても心配しました。プランターには段ボー

ルをかぶせてあるので、大丈夫でしたが、な

かなか芽が出てきません。土の上に白いカビ

のようなものが生えてきたのも、気になりま

す。種子を少し深く植え過ぎたのかな、とも

思っています。でも、今日見たところでは、

何やら針のような白い芽らしきものが出てい

ますので、大丈夫かも知れません。種蒔きか

らもう１週間も経っているのですから、もう

発芽して当然だと思います。もう少し様子を

見ることにします（5/8：東京都国分寺市）。 

 

●小学校で赤米作り（佐藤照美） 

ごぶさたしております。私は神奈川県横須

賀市内の小学校で、総合学習のお手伝い（ゲ

スト・ティーチャー）をしていて、５年生と

お米づくりをしています。赤米をお送り下さ

り、ありがとうございました。連休明けにま

きました。『赤米ニュース』を同封して下さっ

たので、やり方がわかり、ありがたかったで

す。子どもたちと観察しながら、成長を見守

っていきます。お心遣いに感謝しておりま

す！（5/14：神奈川県横須賀市）。 

 

●芽が出ました！（梅原 薫） 

恋ヶ窪公民館の赤米、やっと芽が出まし

た！。ぐんぐん伸びて５㎝ほどになっていま

す。青々としてきましたので、段ボールの覆

いもはずしました。よかったです。ほっとし

ました。公民館では今日もセミナーレの仲間

が集まって、５月26日（土）～27日（日）

の公民館祭の準備を進めました（5/16：東京

都国分寺市）。 

―――――――――――――――――――― 

［表紙解説］ 世界の米料理⑤ 

タイ料理のパッタイは米の麺で作った焼

きソバ。タイでは麺をよく食べ、米の麺をク

ィッティオ、小麦粉の麺をバミーと呼ぶ。米

の麺にもいろいろな種類があり、極細麺のセ

ンミーは日本のソーメンくらいの太さだ。細

麺はセンレックといい、日本の細ウドンほど

で、太麺のセンヤイは名古屋のきしめんほど

と思えばよい。汁麺はナーム、汁なしの麺料

理はヘンという。パッタイはセンレックを用

いたヘンで、いろいろな具を上に載せる（タ

イ王国バンコク市にて・長沢 恵撮影）。 


